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　私は， 2 0 0 8年 7 月から，Ohio州のUniversity of 
Cincinnati（UC）に留学しています。所属している研
究室はDepartment of Surgery, Research Divisionのな
かの一つで，ボスのAlex B. Lentsch教授は今年39歳と
いう非常に若い方ですが，Research Divisionの責任者
も兼任しています。外科学教室の研究部門であるため，
研究者はほとんどが外科のレジデントです。彼らはレ
ジデントの 3年目から 2年間の研究生活を選択できる
システムになっており，週に何度かカンファレンスや
講義に参加したり月に数回大学病院や隣接する子供病
院のオンコールに拘束されるようですが，基本的には
研究だけに専念できるようになっています。各研究室
には 2年ごとに入れ替わるレジデントたちをサポート
するアシスタントがいます。Lentsch研究室には二人の
アシスタントが常勤で雇われており，物品の整備，マ
ウスの管理や細胞の培養，病理，基本的なアッセイな
どを全て引き受けてくれます。彼らは非常に気さくで，
私のpoorな英語にも耳を傾けてくれますし，時には私
の日常生活での疑問，トラブルにも手を貸してくれる
ので本当に助かっています。
　Lentsch研究室では，肝虚血再灌流障害を主たるテー
マとして研究が進められてきました。臓器制御外科学
教室からはこれまで 5人の先生方が留学されており，
多くの論文を発表されています。最近では肝再生もテー
マのひとつにしており，私は現在肝切除モデル，門脈
結紮モデルを使って肝再生のメカニズムについて勉強
しています。私と同じ時期から外科のレジデントが一
人所属しており，彼女はまた別のテーマで研究をして
います。週に 1度のミーティング以外は特に制限はな
いので各々好きなように自分の仕事をし，終わったら
5時前には帰るという感じです。最初は拍子抜けしま
したが，メリハリをつけて仕事をするという点は常に
見習わなければと思っています。ミーティングには外
科のChairmanであるDr. Edwardsと，移植部門の臨床
のドクターもほぼ毎回参加しており，臨床への応用を
常に意識しつつ活発にディスカッションが行われてい
ます。
　仕事をしていて日本との違いを感じることのひとつ
に，軍との関わりがあげられます。UCの外科はアメリ
カ陸軍，空軍などから200万ドルを超えるGrantを得て
おり，救急部はCincinnati Center for Sustainment and 
Readiness Skills （C-STARS） というプログラムを通し
て軍の医療スタッフのトレーニングを行っています。
また，研究部門では熱傷，出血性ショック，外傷性脳
損傷と気圧の変化についての研究も行っており，レジ
デント達が時々テキサスの軍の施設まで出かけて実験
を行っています。これはつまり，戦場で負傷した兵士
を空路で後方施設に輸送する際，気圧が負傷兵にどう
影響するのか，輸送に最適なタイミングはいつなのか，
などといったことに関わる研究で，昨年末に地方紙や
ローカルニュースでも紹介されました。研究室の廊下
には“from laboratory to battlefield” “hero” “brave” 
“proud” “honor” などの言葉とともにこれらの活動を
紹介する掲示があります。先日は迷彩服を着た軍の人
達が研究室の見学に来ていました。
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写真 1　 前列左から　筆者，Dr. Lentsch，Callisia
（レジデント）
　　　　 後列中央　Becky（アシスタント）右端 
John（アシスタント）
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　UCの外科では“visiting professor”と称してアメリ
カ各地，時には国外からもドクターを招待し，特別講
演を頻繁に行っています。昨年 8月末には臓器制御外
科学の宮崎教授も招待されレジデントやスタッフに向
けて講演をされました。先日はFogartyカテーテルで
有名なDr. Fogartyの招待講演が行われたので聞きに
行ってきました。Dr. FogartyはここUCの卒業生で，
Fogartyカテーテルは彼がまだドクターになる前に思
いついたアイデアだそうです。その当時のことやそれ
からの外科医としての人生について冗談を交えながら
話され，最後に臨床，研究，教育，開発に携わること
は “tough”ではあるけれどそれに“challenge”するこ
とは大変重要であると強調されていました。ちなみに
Dr. Fogartyは自分のwineryを持っているそうです。
　CincinnatiはOhio州の南西部にありOhio川をはさん
でKentucky州と接しています。日本で有名な企業と
してはP&Gがあるくらいで，あまり日本には馴染みの
ない都市ですが，野球の好きな方であればCincinnati 
Redsというチームは聞いたことがあるかもしれませ
ん。また，こちらに来て初めて知ったのですが，鏡視
下手術には欠かせないETHICON ENDO-SURGERYの
本社もここCincinnatiにあります。ダウンタウンには
銀行や役所などの高層ビルが立ち並び，すぐ近くにレッ
ズの本拠地やフットボールのスタジアム，コンサート
やアイスホッケーが行われるアリーナもありますが，
ここを車で 5分ほど離れると途端に高い建物は見えな
くなり，緑の多い田舎の雰囲気に一変します。私の住
んでいるアパートの小さな庭にはリスが住んでおり，
夏の夕暮れ時には，ホタルも舞います。また，家の近
くを走っていると，鹿の親子が悠然と道路を横断して
いるところに出くわすこともあり，豊かな自然に囲ま
れゆったりとした空気の中，生活しています。気候は，
年間を通じて非常に湿度が低く，夏は日中30度以上に
なる日も多いのですが日陰に入ると涼しく，朝晩も気
温が下がるので非常に過ごしやすいところです。冬は
気温が一番低いときでマイナス20度近くに下がる日も
あり，雪も千葉よりかなり多く降ります。Cincinnati
には電車がなく，公共交通機関はバスだけなのですが，
こちらはあまり時間が当てにならず，また雰囲気も決
して良いとはいえないのでまだ乗ったことがありませ
ん。したがって雪の中を自分の車で出勤して行くしか
ないのですが，これが冬の間ちょっとしたストレスで
した。こちらには雪に備えてタイヤを換えるという文
化はないようで，雪が降りしきる中をノーマルタイヤ
で平気で走って行きます。雪が降り出すと昼夜を問わ
ずすぐに除雪車が出動するのでよほどの大雪でなけれ
ば大丈夫なのですが，今年はそのよほどの大雪が多く
若干怖い思いをしました。
　普段の生活で実感することは，アメリカの圧倒的な
広さと豊かさ，環境問題など存在しないかのような大
量生産大量消費をいまだに続けられる強さ（?）です。
千葉大学の西千葉キャンパスも広いですがUCのキャン
写真 2　 中央が昨年増改築されたMedical Science Building （MSB）
で，この中に私の所属する研究室があります。MSBの左奥
がCincinnati Children’s Hospitalとその研究所（こちらも新
しくなったばかり），右奥が大学病院です。
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パスはそれ以上に広く，建物のデザインもモダンで凝っ
たものが多いように思います。また，道路，オフィス，
店舗，畑，牧場なども全てにおいて広く，大きく，田
舎のシンシナティでさえスーパーに行けば常にあふれ
んばかりの商品が広いスペースに陳列され，それらが
次々に買われて行きます。そして，これは住み始めて
周りが見えるようになってからよく分かってきたこと
ですが，ある地域，場所，イベントには決まった人種
しかいない（特定の人種がいない）こと，職種に関し
ても100％ではありませんがやはり大きな偏りがあるこ
となど，人種問題は今なお存在し進行中であるようで
す。ですから，Obama大統領誕生は日本人が思う以上
に大きな意味を持っているように思います。 1月の就
任演説は研究室のみんなとパソコンの画面で見ていま
したが，多くの人が涙を流しているのが非常に印象的
でした。
　早いものでこちらに来てもう 9ヶ月が過ぎました。
不安だらけで始まったこの留学ですが，前任の先生や
周囲の方々のおかげで順調に生活できています。最初
は何をするにしても日本との違いに戸惑ってばかりで
したが，最近は少し余裕も出てきました。日本の居酒
屋が恋しくなる夜もないわけではありませんが，もう
しばらくこちらの生活をenjoyしたいと思います。
　最後に，この留学のチャンスを与えて下さった宮崎
勝教授，教室の先生方に心から御礼申し上げます。
